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石
川
連
協
た
よ
り

　

石
川
連
協
退
職
者
の
会
（
会

長
・
坂
本
哲
治
）
は
、
昨
年
12

月
12
日
に
開
催
の
連
協
幹
事
会

発行責任者

坂本哲治

編集責任者

串田信行

ＪＰ労組石川連協退職者の会「第３回交流と学習の集い」

で
、
連
協
行
事
と
し
て
定
着
し

て
き
た
「
交
流
と
学
習
の
集
い
」

を
３
月
25
日
（
日
）
か
ら
26
日

（
月
）
に
、
金
沢
市
の
奥
座
敷
・

湯
涌
温
泉
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
交

流
と
学
習
の
集
い
」
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
元
衆
議
院
議
員
田

中
美
絵
子
氏
を
講
師
に
招
き
、

変
わ
り
ゆ
く
介
護
保
険
制
度
と

介
護
必
要
と
な
っ
た
と
き
の
手

続
き
と
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
学
ぶ
内
容
と
し
ま
し
た
。
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あ
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ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

具
体
的
な
開
催
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日　

時

　

２
０
１
８
年
３
月
25
日
（
日
）

～
26
日
（
月
）

●
場　

所

　

湯
涌
温
泉
「
か
な
や
」

　

〒
９
２
０
｜
１
１
２
３

�

金
沢
市
湯
涌
町
イ
56

℡　

０
７
６
｜
２
３
５
｜
１
２
１
１

●
日　

程

（
ア
）
25
日

　
　

14
：
30
～
受
付
開
始

　
　

15
：
00
～
開
会

　
　

18
：
15
～
夕
食
懇
親
会

（
イ
）
26
日

　
　

7
：
00
～
朝
食　

　

※
朝
食
後
自
由
解
散
で
す
。

●
申
し
込
み

　

参
加
申
込
は
支
部
役
員
へ

具
体
的
な
開
催
内
容

●
講　

師

　

田　

中　

美
絵
子

�

元
衆
議
院
議
員

●
会　

費　

　

１
万
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
。）

※
金
沢
駅
と
会
場
間
の
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

集
お
う
！　

話
そ
う
！

第
４
回
「
交
流
と
学
習
の
集
い
」

開
催
案
内
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２
０
１
７
年
度
後
期
活
動
を
確
認

＝
第
２
回
連
協
幹
事
会
を
開
く
＝

　

石
川
連
協
退
職
者
の
会
（
会

長
・
坂
本
哲
治
）
は
、
去
る
12

月
12
日
、
金
沢
市
内
で
第
２
回

幹
事
会
を
開
催
し
、
２
０
１
７

年
度
後
期
の
具
体
的
活
動
内
容

を
協
議
確
認
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
第
４
回
を
迎
え
る
「
交

流
と
学
習
の
集
い
」
の
具
体
的

開
催
内
容
を
決
め
た
ほ
か
、
会

員
の
拡
大
に
関
す
る
具
体
的
な

方
針
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

幹
事
会
に
は
、
役
員
の
他
に

北
陸
地
方
本
部
か
ら
川
中
淳
一

連
協
議
長
に
も
出
席
を
い
た
だ

き
、
郵
政
事
業
の
現
況
と
Ｊ
Ｐ

労
組
の
取
り
組
み
内
容
な
ど
の

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
４
回
交
流
と
学
習
の
集
い

の
具
体
的
な
開
催
内
容
に
つ
い

て
は
、
本
連
協
た
よ
り
に
掲
載

し
た
と
お
り
で
す
。

　

会
員
の
具
体
的
な
拡
大
方
針

に
つ
い
て
は
、
前
回
幹
事
会
で

各
支
部
毎
に
設
定
し
た
目
標
に

対
す
る
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
報

告
・
確
認
し
合
い
、
次
期
総
会

ま
で
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
10
月
22
日
投
開
票
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
第
48
回
衆

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

私
た
ち
石
川
連
協
退
職
者
の

会
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
方

本
部
お
よ
び
石
川
県
退
職
者

連
合
か
ら
の
指
示
・
要
請
の

下
に
石
川
一
区
に
お
い
て

「
田
中
美
絵
子
」、
二
区
で
は

「
柴
田
未
来
」、
三
区
で
は
「
近

藤
和
也
」を
応
援
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
「
近
藤
和
也
」

の
比
例
復
活
で
、
国
会
に
送

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
員
お
よ
び
ご
家
族
の
み

な
さ
ま
方
に
は
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
連
協

退
職
者
の
会
幹
事
会
と
し
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨年の連協幹事会および本年第２回連協幹事会の様子

　

各
支
部
に
お
け
る
１
～
３
月

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
石
川
中
央
支
部

　

石
川
中
央
支
部
（
支
部
長
・

尾
田
隆
）
は
、
１
月
24
日
（
水
）

午
後
５
時
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ

デ
ー
イ
ン
金
沢
ス
カ
イ
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
「
２
０
１
８
年
新

春
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
費
は
一
人
・
４
５
０
０
円

で
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
退
職

者
の
会
会
報
に
同
封
し
、
全
会

員
宛
に
案
内
文
と
返
信
用
葉
書

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
参
加
希

望
者
は
申
込
み
下
さ
い
。
ま
た
、

会
員
全
員
の
方
々
は
同
葉
書
に

て
現
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
２
）
南
加
賀
支
部

　

南
加
賀
支
部
（
支
部
長
・
正

田
進
）
は
、
１
月
24
日
（
水
）

午
前
10
時
15
分
か
ら
川
北
温
泉

「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
に
お
い
て
、

「
２
０
１
８
年
新
春
の
集
い
・

共
済
商
品
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

会
費
は
５
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｐ
労
組
北
陸
退
職
者
の
会
会
報

に
同
封
し
た
案
内
状
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
下
さ
い
。

各
支
部
の
行
事
企
画
紹
介


